
会議結果のお知らせ 
 
１ 開催した会議の名称 

令和元年度第５回岩手県大規模事業評価専門委員会 
 
２ 開催した日時 

令和２年１月 17 日（金）15：30～16：30 

 

３ 開催場所 
 エスポワールいわて ２階 大ホール（盛岡市中央通一丁目 1-38） 

 
４ 出席委員 

加藤徹委員長、秋山信愛委員、河野達仁委員、越谷信委員、島田直明委員、竹内貴弘委員 

松山梨香子委員 （８名中７名出席） 

 
５ 専門委員会議題等 

(1) 議題 

ア 大規模施設整備事業事前評価【盛岡南公園野球場（仮称）整備事業】＜継続審議＞ 

  ◯ 政策推進室から審議概要及び県民意見募集の実施結果の概要について説明し、その後ス

ポーツ振興課より事業内容についての補足説明及び県民意見募集の実施結果に対する県の

考え方について説明を行った。 

  ◯ その結果、継続して審議を要する事項及び追加で説明が必要な事項はなしとなり、「事業

実施」とした県の評価は妥当と認められるとの結論に至った。 

  ■ 専門委員からの主な質疑等は、次のとおり。 

  （質問） 

    費用便益分析の「間接利用価値（防災価値）」の考え方はどのようになっているのか。 

  （回答） 

    国土交通省のマニュアルに基づき、整備前、整備後の条件でそれぞれ「間接利用価値（防

災価値）」を算定し、その差を本事業による価値の上昇分として考えている。 

  （質問） 

    費用便益分析の「間接利用価値（防災価値）」について、整備前後の差は何か。 

  （回答） 

    「間接利用価値（防災価値）」としては、国土交通省のマニュアルに基づき算定されてい

るものであるが、同マニュアルでは、避難者を収容できるような整備された広場の面積と

防災拠点機能の有無が計算の中に含まれる。整備前は、このような広場の面積はゼロ、防

災拠点機能も無いため、整備後の広場の面積や、防災拠点機能を有するという点が価値の

差となっている。 

  （意見） 

    パブリックコメントの意見にあるとおり、災害時に利用できる施設となるよう整備して



いただきたい。 

  （回答） 

    盛岡市と連携しながら整備を進めたい。 

 

 
（２）会議資料 

○資料 No.１     大規模事業評価専門委員会における審議概要について 

  ○資料 No.２-１，２ 事前評価補足説明資料 

             盛岡南公園野球場（仮称）整備事業 

  ○資料 No.３     大規模事業評価についての県民意見募集の実施結果 

 

※ 会議資料及び会議録については、行政情報センターへ配架するとともに、県のホームページに掲載し

ます。 

 

６ 傍聴人数 

報道 ２社  一般 ０人 
 

７ 問い合わせ先 

〒020‐8570 盛岡市内丸 10番 1号  

岩手県政策地域部政策推進室 TEL：019-629-5181 FAX：019-629-5254 

 
８ ホームページアドレス 

https://www.pref.iwate.jp/kensei/seisaku/hyouka/hyoukasenmon/1020831/1026311.html 
 

９ その他 
政策等の評価について御意見がありましたら、上記問い合わせ先まで FAX 等でお寄せくださ

い。今後の専門委員会での審議の参考とさせていただきます。 
 

https://www.pref.iwate.jp/kensei/seisaku/hyouka/hyoukasenmon/1020831/1026311.html

